
 

 

注 意 事 項 
 

 

一、写真の簡単説明の文字について、タイプや印刷でも、ペンや筆で手書きでもいいが、字は整然明瞭で、

黒色で、字のサイズは 0.3 ㎝～0.4 ㎝で、行間は 0.3 ㎝～0.4 ㎝でなければならない。紙は片面しか使用で

きない。周りにスペースを残さなけれならない。左側と頂部のスペースはそれぞれ 2.5 ㎝、右側と底部の

スペースはそれぞれ 1.5 ㎝である。最初のページは本ページを使用しなければならない。続きのページは

同じ大きさで、質量が相当する白い紙を使用できる。 

二、下記状況について、簡単説明に明確に記入しなければならない： 

１、出願品種と類似品種の特徴特性に関する説明がなければならない。 

２、写真の拡大倍数。 

３、写真における選択された種苗の色染方法。 

４、その他当写真の解釈に有利である説明。 

三、提出する際に、折ってはならない。 

 

 
 
 
 
 

第４ 審査基準 
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NY/T 2346-2013 

 

序 文 
 

本標準は GB/T 1.1—2009 の規則に基づいて起草されたものである。 

本標準は改めて起草する方法で、国際植物新品種保護連盟（UPOV）のガイドライン

「TG/22/10，Guidelines for the conduct of tests for distinctness, uniformity and 

stability-Strawberry」を修正し、採用した。 

本標準は UPOV ガイドライン TG/22/10 に対応する。本標準は TG/22/10 との一致性程度は

非同等である。 

本標準は UPOV ガイドライン TG/22/10 と比べれば、技術的な差異が存在する。主な差異は

次に上げるとおりである： 

――「果柄：アントシアニン着色」との基本的な形質を追加した。「頂小葉：大きさ」と

「果実：種の密度」という二つの選択可能な形質を追加した； 

――「葉：大きさ」と「葉：斑」という二つの選択可能の形質を削除した； 

――「ランナー：毛の粗密」、「ランナー：アントシアニン着色」、「頂小葉：横断面の

形」、「花序：花の数量」、「果実：果実表面の凹凸の強弱」、「果実：がく片を取り除

く難易度」、「果実の成熟期」という、七つの形質を選択可能形質に調整した。「花：大

きさ」、「花弁：広さに対する長さ」、「果実：横径に対する縦径の大きさ」、「果実：

無種子帯の広さ」統計４つの形質の階級を調整した。「果実：果心の色」、「果実：果形

の一致性」という二つの形質の記述状態及び階級を調整した。 

本標準は農業部科学技術教育司により提出された。 

本標準は全国植物新品種テスト標準化技術委員会（SAC/TC 277）により管理される。 

本標準の作成に参加した団体：北京市農林科学院林業果樹研究所、上海市農業科学院（農

業部植物新品種テスト（上海）分センター）、農業部科学技術発展センター。 

本標準の主な作成者：張運涛、王桂霞、陳海栄、董静、常琳琳、鐘伝飛、王麗娜、張利喜、

魯靱強、黄志城、･ 曉君、諸雲霞、李寿国、崔野韓、呂波、劉曉松、堵苑苑。 

 

  

NY/T 2346-2013 

 

目 次 
 

序文 
１ 対象 
２ 規範性の引用文献 

３ 専門用語及び定義 

４ 符号 

５ 種苗に関する要求 

６ 測定方法 

７ 区別性、均一性、安定性の結果に関する判定 

８ 特性表 

９ グループ分けの形質 

10 特性調査表 

附録 A（規範性附録）いちご形質一覧表 

附録 B（資料性附録）いちご形質一覧表の解釈 

附録 C（規範性附録）いちご特性調査表 
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NY/T 2346-2013 

 

序 文 
 

本標準は GB/T 1.1—2009 の規則に基づいて起草されたものである。 

本標準は改めて起草する方法で、国際植物新品種保護連盟（UPOV）のガイドライン

「TG/22/10，Guidelines for the conduct of tests for distinctness, uniformity and 

stability-Strawberry」を修正し、採用した。 

本標準は UPOV ガイドライン TG/22/10 に対応する。本標準は TG/22/10 との一致性程度は

非同等である。 

本標準は UPOV ガイドライン TG/22/10 と比べれば、技術的な差異が存在する。主な差異は

次に上げるとおりである： 

――「果柄：アントシアニン着色」との基本的な形質を追加した。「頂小葉：大きさ」と

「果実：種の密度」という二つの選択可能な形質を追加した； 

――「葉：大きさ」と「葉：斑」という二つの選択可能の形質を削除した； 

――「ランナー：毛の粗密」、「ランナー：アントシアニン着色」、「頂小葉：横断面の

形」、「花序：花の数量」、「果実：果実表面の凹凸の強弱」、「果実：がく片を取り除

く難易度」、「果実の成熟期」という、七つの形質を選択可能形質に調整した。「花：大

きさ」、「花弁：広さに対する長さ」、「果実：横径に対する縦径の大きさ」、「果実：

無種子帯の広さ」統計４つの形質の階級を調整した。「果実：果心の色」、「果実：果形

の一致性」という二つの形質の記述状態及び階級を調整した。 

本標準は農業部科学技術教育司により提出された。 

本標準は全国植物新品種テスト標準化技術委員会（SAC/TC 277）により管理される。 

本標準の作成に参加した団体：北京市農林科学院林業果樹研究所、上海市農業科学院（農

業部植物新品種テスト（上海）分センター）、農業部科学技術発展センター。 

本標準の主な作成者：張運涛、王桂霞、陳海栄、董静、常琳琳、鐘伝飛、王麗娜、張利喜、

魯靱強、黄志城、･ 曉君、諸雲霞、李寿国、崔野韓、呂波、劉曉松、堵苑苑。 
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６ 測定方法 

７ 区別性、均一性、安定性の結果に関する判定 

８ 特性表 

９ グループ分けの形質 

10 特性調査表 

附録 A（規範性附録）いちご形質一覧表 

附録 B（資料性附録）いちご形質一覧表の解釈 

附録 C（規範性附録）いちご特性調査表 
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ある。 

 

５ 種苗に関する要求 

5.1 種苗は種苗の形で提供される。 

5.2 提出する種苗の数量は少なくとも 60株。 

5.3 提出する種苗は外観がよく、健全で、活力に満ち、病害虫に汚染されていない、

及び試験管培養苗でないこと。 

5.4 提出する種苗について、通常では、正常的に品種形質を表現することに影響する

ほどの処理（例えば冷蔵、ジベレリン噴霧などの処理）を行わないこと。すでに処

理された場合、詳しい説明を提供すること。 

5.5 提出する種苗は中国植物検疫に関する規定に合致しなければならない。 

 

６ 測定方法 

6.1 測定周期 

測定周期は少なくとも二つの独立的な生育周期である。 

6.2 測定地 

測定は通常では同一の場所で行われる。当地点ではある形質を十分に表すことが

できない場合、他の条件に符合する場所で調査を行うことが出来る。 

6.3 栽培試験 

6.3.1 試験の設計 

出願品種と類似品種を隣接して栽培する。 

高畦 2条で栽培する。それぞれの区に少なくとも 20個体がある。個体の間の

距離は 20㎝ぐらい、条間は 25㎝ぐらい、2回反復する。 

6.3.2 栽培管理 

当地の通常の生育管理方法で管理する。 

6.4 形質調査 

6.4.1 調査の時期 

表 A.1 及び表 A.2 にリストアップされた生育段階に従って形質調査を行う。

生育段階に関する記述は表 B.1を参照ください。 

6.4.2 調査方法 

表 A.1 及び表 A.2 に規定された調査方法(VG、VS、MG、MS)によって、形質調

査を行う。一部の形質の調査方法について、B.1及び B.2を参照ください。 

6.4.3 調査数量 

特に指示がない限り、個体の形質調査(VS、MS)の調査個体数は 20個以上であ

る。植物体の器官又は一部の調査にあたって、各植物体の調査数は一個である。

群体の形質調査(VG、MG)の場合、全区又は規定された範囲内の混合サンプルを

調査する。 

6.5 追加測定 

必要の場合、表 A.2 の形質または本標準でリストアップされていない形質を選択

し、追加測定を行う。 

 

７ 区別性、均一性、安定性の結果に関する判定 

7.1 全体的な原則 

区別性、均一性、安定性の判定は GB/T 19557.1によって確定された原則で行われ

植物新品種の区別性、均一性、安定性の測定ガイドライン 

いちご 

 

１ 対象 

 本標準はいちご新品種の区別性、均一性、安定性の測定技術要求と結果判定の一般的な

原則を規定する。 

 

２ 規範性の引用文献 

次に挙げる文献は本標準の応用にとって不可欠なものである。期日を注釈した引用文献

について、期日を注釈したバージョンのみが本標準に適用する。期日を注釈しない引用文

献について、その最新バージョン（すべての更新履歴を含む）は本標準に適用する。 

 

３ 専門用語及び定義 

GB/T 19557.1で決めたモノ、及び次にあげる専門用語と定義は本標準に適用する。 

3.1 群体測定 single measurement of a group of plants or parts of plants 

一ロットの植物体又は植物体のある器官又は一部に対し、テストを行い、集団と

して測定記録を獲得する。 

3.2 個体測定 measurement of a number of individual plants or parts of plants 

一ロットの植物体又は植物体のある器官又は一部に対し、テストを行い、個々の

測定記録を獲得する。 

3.3 群体調査 visual assessment by a single observation of a group of plants or 

parts of plants 

一ロットの植物体又は植物体のある器官又は一部に対し、調査を行い、集団とし

て調査記録を獲得する。 

3.4 個体調査 visual assessment by observation of individual plants or parts of 

plants 

一ロットの植物体又は植物体のある器官又は一部に対し、調査を行い、個々の調

査記録を獲得する。 

 

４ 符号 

 下記符号は本標準に適用する。 

 MG：植物体あるいは植物体の一部を集団として測定記録 

  MS：植物体あるいは植物体の一部の個々の測定記録 

  VG：植物体あるいは植物体の一部を集団として調査記録 

  VS：植物体あるいは植物体の一部の個々の調査記録 

  QL：質的形質 

 QN：量的形質 

 PQ：擬似の質的形質 

 *印を標記した形質は、UPOVが品種の記述のために、統一して使っている重要な形質で

ある。すべての UPOV メンバーはこれらの形質を使用しなければならない。環境条件の制

限で形質を測定できない場合を除く。 

（a）～(d):標記された内容について、詳しくは B.2を参照ください。 

（＋）：標記された内容について、詳しくは B.3を参照ください。 

＿：本標準において、アンダーラインは形質を測定する適用範囲を特別に提示するもので
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ある。 

 

５ 種苗に関する要求 

5.1 種苗は種苗の形で提供される。 

5.2 提出する種苗の数量は少なくとも 60株。 

5.3 提出する種苗は外観がよく、健全で、活力に満ち、病害虫に汚染されていない、

及び試験管培養苗でないこと。 

5.4 提出する種苗について、通常では、正常的に品種形質を表現することに影響する

ほどの処理（例えば冷蔵、ジベレリン噴霧などの処理）を行わないこと。すでに処

理された場合、詳しい説明を提供すること。 

5.5 提出する種苗は中国植物検疫に関する規定に合致しなければならない。 

 

６ 測定方法 

6.1 測定周期 

測定周期は少なくとも二つの独立的な生育周期である。 

6.2 測定地 

測定は通常では同一の場所で行われる。当地点ではある形質を十分に表すことが

できない場合、他の条件に符合する場所で調査を行うことが出来る。 

6.3 栽培試験 

6.3.1 試験の設計 

出願品種と類似品種を隣接して栽培する。 

高畦 2条で栽培する。それぞれの区に少なくとも 20個体がある。個体の間の

距離は 20㎝ぐらい、条間は 25㎝ぐらい、2回反復する。 

6.3.2 栽培管理 

当地の通常の生育管理方法で管理する。 

6.4 形質調査 

6.4.1 調査の時期 

表 A.1 及び表 A.2 にリストアップされた生育段階に従って形質調査を行う。

生育段階に関する記述は表 B.1を参照ください。 

6.4.2 調査方法 

表 A.1 及び表 A.2 に規定された調査方法(VG、VS、MG、MS)によって、形質調

査を行う。一部の形質の調査方法について、B.1及び B.2を参照ください。 

6.4.3 調査数量 

特に指示がない限り、個体の形質調査(VS、MS)の調査個体数は 20個以上であ

る。植物体の器官又は一部の調査にあたって、各植物体の調査数は一個である。

群体の形質調査(VG、MG)の場合、全区又は規定された範囲内の混合サンプルを

調査する。 

6.5 追加測定 

必要の場合、表 A.2 の形質または本標準でリストアップされていない形質を選択

し、追加測定を行う。 

 

７ 区別性、均一性、安定性の結果に関する判定 

7.1 全体的な原則 

区別性、均一性、安定性の判定は GB/T 19557.1によって確定された原則で行われ

植物新品種の区別性、均一性、安定性の測定ガイドライン 

いちご 

 

１ 対象 

 本標準はいちご新品種の区別性、均一性、安定性の測定技術要求と結果判定の一般的な

原則を規定する。 

 

２ 規範性の引用文献 

次に挙げる文献は本標準の応用にとって不可欠なものである。期日を注釈した引用文献

について、期日を注釈したバージョンのみが本標準に適用する。期日を注釈しない引用文

献について、その最新バージョン（すべての更新履歴を含む）は本標準に適用する。 

 

３ 専門用語及び定義 

GB/T 19557.1で決めたモノ、及び次にあげる専門用語と定義は本標準に適用する。 

3.1 群体測定 single measurement of a group of plants or parts of plants 

一ロットの植物体又は植物体のある器官又は一部に対し、テストを行い、集団と

して測定記録を獲得する。 

3.2 個体測定 measurement of a number of individual plants or parts of plants 

一ロットの植物体又は植物体のある器官又は一部に対し、テストを行い、個々の

測定記録を獲得する。 

3.3 群体調査 visual assessment by a single observation of a group of plants or 

parts of plants 

一ロットの植物体又は植物体のある器官又は一部に対し、調査を行い、集団とし

て調査記録を獲得する。 

3.4 個体調査 visual assessment by observation of individual plants or parts of 

plants 

一ロットの植物体又は植物体のある器官又は一部に対し、調査を行い、個々の調

査記録を獲得する。 

 

４ 符号 

 下記符号は本標準に適用する。 

 MG：植物体あるいは植物体の一部を集団として測定記録 

  MS：植物体あるいは植物体の一部の個々の測定記録 

  VG：植物体あるいは植物体の一部を集団として調査記録 

  VS：植物体あるいは植物体の一部の個々の調査記録 

  QL：質的形質 

 QN：量的形質 

 PQ：擬似の質的形質 

 *印を標記した形質は、UPOVが品種の記述のために、統一して使っている重要な形質で

ある。すべての UPOV メンバーはこれらの形質を使用しなければならない。環境条件の制

限で形質を測定できない場合を除く。 

（a）～(d):標記された内容について、詳しくは B.2を参照ください。 

（＋）：標記された内容について、詳しくは B.3を参照ください。 

＿：本標準において、アンダーラインは形質を測定する適用範囲を特別に提示するもので



66

 f）果実のタイプ（表 A.1の形質 39） 

 

10 特性調査表 

出願人は附録 Cのフォーマットでいちごの特性調査表を記入する。 

 

  

る。 

7.2 区別性の判定 

出願品種は明らかにすべての既存品種と区別しなければならない。測定で、出願

品種が少なくとも一つの形質について、類似品種と明らかで、再現できる差異が存

在する場合、出願品種が区別性を有すると判定できる。 

7.3 均一性の判定 

供試品種について、均一性の判定を行う場合、1％の群体標準と少なくとも 95％

の許容率を採用する。供試個体数は 20 個～35 個の場合、許容される異型個体数は

１である。供試個体数は 36個～40個の場合、許容される異型個体数は 2である。 

7.4 安定性の判定 

一の品種に均一性を有するなら、当品種に安定性を有すると判定できる。通常で

は、安定性について、測定を行わない。 

必要の場合、当品種の次のロットの種苗を栽培できる。前に提供した種苗と比べ、

形質に明らかな変化がなければ、当品種が安定性を有すると判定できる。 

 

８ 特性表 

測定の必要によって、形質は基本形質と選択可能形質に分ける。基本形質とは、測定に

必ず使用する形質である。基本形質について、表 A.1を参照ください。選択可能形質につ

いて、表 A.2を参照ください。 

8.1 要約 

特性表において、形質、分類、状態及び対応の階級及び標準品種、調査時期と方

法などの内容をリストアップした。 

8.2 分類 

特性の表す方式によって、形質は質的形質、擬似の質的形質及び量的形質という

三つのタイプに分けている。 

8.3 状態及び対応の階級 

8.3.1 形質の定義と記述の規範のため、各形質は一連の状態に分けている。データ

の記録、処理、品種記述の作成及び交流のため、各状態が相応の階級を有する。 

8.3.2 質的形質と擬似の質的形質について、すべての状態は測定ガイドラインで記

述しなければならない：量的形質について、特性表の長さを縮めるため、偶数

の階級の状態をリストアップしなくても結構。偶数の階級の状態について、前

の状態から次の状態への形で表現できる。 

8.4 標準品種 

関連の形質のそれぞれの状態を確定するため、環境の原因で引き起こした差異を

修正するため、特性表に、一部の形質状態について、参考できる標準品種をリスト

アップした。 

 

９ グループ分けの形質 

本標準におけるグループ分けに使用する形質 

 a）植物体：生育習性（表 A.1の形質 1） 

 b）花弁：表面の色（表 A.1の形質 21） 

 c）果実：大きさ（表 A.1の形質 24） 

 d）果実：形状（表 A.1の形質 25） 

 e）果実：表面の色（表 A.1の形質 26） 
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 f）果実のタイプ（表 A.1の形質 39） 

 

10 特性調査表 

出願人は附録 Cのフォーマットでいちごの特性調査表を記入する。 

 

  

る。 

7.2 区別性の判定 

出願品種は明らかにすべての既存品種と区別しなければならない。測定で、出願

品種が少なくとも一つの形質について、類似品種と明らかで、再現できる差異が存

在する場合、出願品種が区別性を有すると判定できる。 

7.3 均一性の判定 

供試品種について、均一性の判定を行う場合、1％の群体標準と少なくとも 95％

の許容率を採用する。供試個体数は 20 個～35 個の場合、許容される異型個体数は

１である。供試個体数は 36個～40個の場合、許容される異型個体数は 2である。 

7.4 安定性の判定 

一の品種に均一性を有するなら、当品種に安定性を有すると判定できる。通常で

は、安定性について、測定を行わない。 

必要の場合、当品種の次のロットの種苗を栽培できる。前に提供した種苗と比べ、

形質に明らかな変化がなければ、当品種が安定性を有すると判定できる。 

 

８ 特性表 

測定の必要によって、形質は基本形質と選択可能形質に分ける。基本形質とは、測定に

必ず使用する形質である。基本形質について、表 A.1を参照ください。選択可能形質につ

いて、表 A.2を参照ください。 

8.1 要約 

特性表において、形質、分類、状態及び対応の階級及び標準品種、調査時期と方

法などの内容をリストアップした。 

8.2 分類 

特性の表す方式によって、形質は質的形質、擬似の質的形質及び量的形質という

三つのタイプに分けている。 

8.3 状態及び対応の階級 

8.3.1 形質の定義と記述の規範のため、各形質は一連の状態に分けている。データ

の記録、処理、品種記述の作成及び交流のため、各状態が相応の階級を有する。 

8.3.2 質的形質と擬似の質的形質について、すべての状態は測定ガイドラインで記

述しなければならない：量的形質について、特性表の長さを縮めるため、偶数

の階級の状態をリストアップしなくても結構。偶数の階級の状態について、前

の状態から次の状態への形で表現できる。 

8.4 標準品種 

関連の形質のそれぞれの状態を確定するため、環境の原因で引き起こした差異を

修正するため、特性表に、一部の形質状態について、参考できる標準品種をリスト

アップした。 

 

９ グループ分けの形質 

本標準におけるグループ分けに使用する形質 

 a）植物体：生育習性（表 A.1の形質 1） 

 b）花弁：表面の色（表 A.1の形質 21） 

 c）果実：大きさ（表 A.1の形質 24） 

 d）果実：形状（表 A.1の形質 25） 

 e）果実：表面の色（表 A.1の形質 26） 
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番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

7 *葉：表面の凹凸 

の強弱 

QN 

(+) 

(a) 

55 

VS 

無又は弱 女峰 1 

中  2 

強 

 3 

8 *葉：光沢の強弱 

QN 

(a) 

33 

VG 

無又は弱 豊香 1 

中 章姫 2 

強  3 

9 *頂小葉：広さに対

する長さ 

QN 

(+) 

(a) 

33 

VG 

小  1 

同等 豊香、常徳楽 2 

大 
エルサンタ(Elsanta)、紅崗特

利徳(Redgauntled)、 枥 

3 

かなり大 紅顔 4 

10 頂小葉：基部の形

PQ 

(+) 

(a) 

33 

VG 

鋭角 ゴリラ(Gorella)、紅顔 1 

鈍角 
ダースィセク(Darselect)、セ

ンガ(Senga）、宝交早生 

2 

円形  3 

11 頂小葉：縁 

PQ 

(+) 

(a) 

33 

VS 

鋸歯状  1 

中間 章姫 2 

鈍鋸歯状 
剣橋之嬌、春香 3 

12 葉柄：長さ 

QN 

(+) 

(a) 

33 

VS 

短 昂達(Onda) 3 

中 宝交早生 5 

長 
ダースィセク(Darselect)、章

姫 

7 

13 葉柄：毛じ着生状

態 

QN 

(+) 

(a) 

33 

VS 

上向き  1 

やや上向

き 

ダースィセク(Darselect)、エ

ルサンタ(Elsanta) 

2 

垂直 
剣橋之嬌 3 

14 たく葉：アントシ

アニン着色 

QN 

(b) 

33 

VG 

無又は極

弱 

 1 

弱  3 

中 ゴリラ(Gorella)、章姫 5 

強 紅顔 7 

極強  9 

15 花序柄：毛じ着生

状態 

QN 

(+) 

(c) 

33 

VS 

上向き  1 

やや上向

き 

ダースィセク(Darselect) 2 

垂直 
 3 

 

NY/T 2346—2013 

 

附録 A 

（規範性附録） 

いちご形質一覧表 

 

A.1 いちごの基本形質 

 

表 A.1 いちごの基本形質一覧表 

番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

1 *植物体：生育習性 

QN 

(+) 

(a) 

33 

VG 

立性 ダースィセク(Darselect)、ゴ

リラ(Gorella)、女峰 

1 

中間 センガ(Senga） 2 

開張性 豊香 3 

2 

 

植物体：葉の粗密 

QN 

(+) 

(a) 

33 

VG 

粗  3 

中 ゴリラ(Gorella) 5 

密  7 

3 植物体：生育勢 

QN 

(+) 

(a) 

33 

VG 

粗 常得楽 3 

中 ゴリラ(Gorella)、宝交早生 5 

密 エルサンタ(Elsanta)、女峰 7 

4 *植物体：葉に対す

る花序の位置 

QN 

(+) 

(c) 

33 

VG 

葉より下  1 

葉と同水

準 

 2 

葉より上  3 

5 *植物体：ランナー

の数 

QN 

(b) 

63 

VG 

無又は極

少 

三星 1 

少 紅顔 3 

中 宝交早生、ゴリラ(Gorella) 5 

多 剣橋之嬌 7 

6 葉：表面の色 

PQ 

(+) 

(a) 

33 

VG 

黄緑 三品 1 

淡緑 乙女 2 

緑 ダースィセク(Darselect)、ゴ

リラ(Gorella)、達娜 

3 

濃緑 昂達(Onda) 4 

青緑  5 
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番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

7 *葉：表面の凹凸 

の強弱 

QN 

(+) 

(a) 

55 

VS 

無又は弱 女峰 1 

中  2 

強 

 3 

8 *葉：光沢の強弱 

QN 

(a) 

33 

VG 

無又は弱 豊香 1 

中 章姫 2 

強  3 

9 *頂小葉：広さに対

する長さ 

QN 

(+) 

(a) 

33 

VG 

小  1 

同等 豊香、常徳楽 2 

大 
エルサンタ(Elsanta)、紅崗特

利徳(Redgauntled)、 枥 

3 

かなり大 紅顔 4 

10 頂小葉：基部の形

PQ 

(+) 

(a) 

33 

VG 

鋭角 ゴリラ(Gorella)、紅顔 1 

鈍角 
ダースィセク(Darselect)、セ

ンガ(Senga）、宝交早生 

2 

円形  3 

11 頂小葉：縁 

PQ 

(+) 

(a) 

33 

VS 

鋸歯状  1 

中間 章姫 2 

鈍鋸歯状 
剣橋之嬌、春香 3 

12 葉柄：長さ 

QN 

(+) 

(a) 

33 

VS 

短 昂達(Onda) 3 

中 宝交早生 5 

長 
ダースィセク(Darselect)、章

姫 

7 

13 葉柄：毛じ着生状

態 

QN 

(+) 

(a) 

33 

VS 

上向き  1 

やや上向

き 

ダースィセク(Darselect)、エ

ルサンタ(Elsanta) 

2 

垂直 
剣橋之嬌 3 

14 たく葉：アントシ

アニン着色 

QN 

(b) 

33 

VG 

無又は極

弱 

 1 

弱  3 

中 ゴリラ(Gorella)、章姫 5 

強 紅顔 7 

極強  9 

15 花序柄：毛じ着生

状態 

QN 

(+) 

(c) 

33 

VS 

上向き  1 

やや上向

き 

ダースィセク(Darselect) 2 

垂直 
 3 

 

NY/T 2346—2013 

 

附録 A 

（規範性附録） 

いちご形質一覧表 

 

A.1 いちごの基本形質 

 

表 A.1 いちごの基本形質一覧表 

番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

1 *植物体：生育習性 

QN 

(+) 

(a) 

33 

VG 

立性 ダースィセク(Darselect)、ゴ

リラ(Gorella)、女峰 

1 

中間 センガ(Senga） 2 

開張性 豊香 3 

2 

 

植物体：葉の粗密 

QN 

(+) 

(a) 

33 

VG 

粗  3 

中 ゴリラ(Gorella) 5 

密  7 

3 植物体：生育勢 

QN 

(+) 

(a) 

33 

VG 

粗 常得楽 3 

中 ゴリラ(Gorella)、宝交早生 5 

密 エルサンタ(Elsanta)、女峰 7 

4 *植物体：葉に対す

る花序の位置 

QN 

(+) 

(c) 

33 

VG 

葉より下  1 

葉と同水

準 

 2 

葉より上  3 

5 *植物体：ランナー

の数 

QN 

(b) 

63 

VG 

無又は極

少 

三星 1 

少 紅顔 3 

中 宝交早生、ゴリラ(Gorella) 5 

多 剣橋之嬌 7 

6 葉：表面の色 

PQ 

(+) 

(a) 

33 

VG 

黄緑 三品 1 

淡緑 乙女 2 

緑 ダースィセク(Darselect)、ゴ

リラ(Gorella)、達娜 

3 

濃緑 昂達(Onda) 4 

青緑  5 
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番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

25 

*果実：形状 

PQ 

(+) 

(d) 

52 

VG 

じん臓形  1 

扁球形  2 

球形  3 

円錐形  4 

ひし形  5 

卵円形  6 

円筒形  7 

楔形  8 

心臓形  9 

26 

*果実：表面の色 

PQ 

(d) 

52 

VG 

 

黄白  1 

淡橙  2 

橙 剣橋之嬌 3 

橙赤 ゴリラ(Gorella)、章姫 4 

赤 エルサンタ(Elsanta) 5 

濃赤 センガ(Senga） 6 

暗赤  7 

27 

果実：色の均一度 

QN 

(+) 

(d) 

52 

VG 

均一又は

やや不均

一 

章姫 

1 

不均一  2 

極不均一  3 

28 

果実：光沢の強弱 

QN 

(d) 

52 

VG 

弱  1 

中 
ダースィセク(Darselect)、宝

交早生 
2 

強 
エルサンタ(Elsanta)、紅崗特

利徳(Redgauntled)、女峰 
3 

29 

果実：無種子帯の

広さ 

QN 

(+) 

(d) 

52 

VG 

無又は極

狭 

センガ(Senga）、章姫 
1 

狭 エルサンタ(Elsanta)、常得楽 2 

中 ダースィセク(Darselect) 3 

広  4 

極広  5 

30 

*果実：種の着 

生状態 

QN 

(+) 

(d) 

52 

VG 

果実の表

面に陥入 

豊香 
1 

平 
ダースィセク(Darselect)、常

得楽 
2 

果実の表

面より隆

起 

 

3 

 

 

番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

16 花：大きさ 

QN 

(c) 

35 

VG 

小 紅崗特利徳(Redgauntled) 1 

中 ゴリラ(Gorella)、紅顔 2 

大 
ダースィセク(Darselect)、豊

香 

3 

17 *花：花弁の重なり 

QN 

(+) 

(c) 

35 

VG 

離れる 章姫 1 

接する  2 

重なる 
 3 

18 *花：花冠に対する

がく片の大きさ 

QN 

(+) 

(c) 

35 

VG 

小 

 

宝交早生 1 

同等 ダースィセク(Darselect) 2 

大 
アルビ（albion） 3 

19 *花：雄しべ 

Ql. 

(c) 

33 

VG 

無  1 

有 
 9 

20 花弁：広さに対す

る長さ 

QN 

(+) 

(c) 

33 

VG 

小 

 

提 奥 加 (Tioga) 、 温 塔 娜

（Ventana） 

1 

同等 
ダースィセク(Darselect)、紅

崗特利徳(Redgauntled) 

2 

大 
ゴリラ(Gorella)、エルサンタ

(Elsanta)、紅顔 

3 

21 *花弁：表面の色 

PQ 

(+) 

(c) 

33 

VG 

緑白  1 

白 豊香 2 

桃 紫金紅 3 

赤 Lipstick、ピンクパンダ 4 

22 果柄：アントシア

ニン着色 

QL 

(d) 

52 

VG 

無  1 

有 

紫金紅 9 

23 *果実：横径に対す

る縦径の大きさ 

QN 

(+) 

(d) 

52 

VG 

極小  1 

小  2 

同等 ゴリラ(Gorella) 3 

大 章姫 4 

極大  5 

24 *果実：大きさ 

QN 

(d) 

52 

MS 

 

極小  1 

小  3 

中 宝交早生 5 

大 
ダースィセク(Darselect)、卡

姆罗莎 

7 

極大  9 
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番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

25 

*果実：形状 

PQ 

(+) 

(d) 

52 

VG 

じん臓形  1 

扁球形  2 

球形  3 

円錐形  4 

ひし形  5 

卵円形  6 

円筒形  7 

楔形  8 

心臓形  9 

26 

*果実：表面の色 

PQ 

(d) 

52 

VG 

 

黄白  1 

淡橙  2 

橙 剣橋之嬌 3 

橙赤 ゴリラ(Gorella)、章姫 4 

赤 エルサンタ(Elsanta) 5 

濃赤 センガ(Senga） 6 

暗赤  7 

27 

果実：色の均一度 

QN 

(+) 

(d) 

52 

VG 

均一又は

やや不均

一 

章姫 

1 

不均一  2 

極不均一  3 

28 

果実：光沢の強弱 

QN 

(d) 

52 

VG 

弱  1 

中 
ダースィセク(Darselect)、宝

交早生 
2 

強 
エルサンタ(Elsanta)、紅崗特

利徳(Redgauntled)、女峰 
3 

29 

果実：無種子帯の

広さ 

QN 

(+) 

(d) 

52 

VG 

無又は極

狭 

センガ(Senga）、章姫 
1 

狭 エルサンタ(Elsanta)、常得楽 2 

中 ダースィセク(Darselect) 3 

広  4 

極広  5 

30 

*果実：種の着 

生状態 

QN 

(+) 

(d) 

52 

VG 

果実の表

面に陥入 

豊香 
1 

平 
ダースィセク(Darselect)、常

得楽 
2 

果実の表

面より隆

起 

 

3 

 

 

番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

16 花：大きさ 

QN 

(c) 

35 

VG 

小 紅崗特利徳(Redgauntled) 1 

中 ゴリラ(Gorella)、紅顔 2 

大 
ダースィセク(Darselect)、豊

香 

3 

17 *花：花弁の重なり 

QN 

(+) 

(c) 

35 

VG 

離れる 章姫 1 

接する  2 

重なる 
 3 

18 *花：花冠に対する

がく片の大きさ 

QN 

(+) 

(c) 

35 

VG 

小 

 

宝交早生 1 

同等 ダースィセク(Darselect) 2 

大 
アルビ（albion） 3 

19 *花：雄しべ 

Ql. 

(c) 

33 

VG 

無  1 

有 
 9 

20 花弁：広さに対す

る長さ 

QN 

(+) 

(c) 

33 

VG 

小 

 

提 奥 加 (Tioga) 、 温 塔 娜

（Ventana） 

1 

同等 
ダースィセク(Darselect)、紅

崗特利徳(Redgauntled) 

2 

大 
ゴリラ(Gorella)、エルサンタ

(Elsanta)、紅顔 

3 

21 *花弁：表面の色 

PQ 

(+) 

(c) 

33 

VG 

緑白  1 

白 豊香 2 

桃 紫金紅 3 

赤 Lipstick、ピンクパンダ 4 

22 果柄：アントシア

ニン着色 

QL 

(d) 

52 

VG 

無  1 

有 

紫金紅 9 

23 *果実：横径に対す

る縦径の大きさ 

QN 

(+) 

(d) 

52 

VG 

極小  1 

小  2 

同等 ゴリラ(Gorella) 3 

大 章姫 4 

極大  5 

24 *果実：大きさ 

QN 

(d) 

52 

MS 

 

極小  1 

小  3 

中 宝交早生 5 

大 
ダースィセク(Darselect)、卡

姆罗莎 

7 

極大  9 
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番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

39 

*結実のタイプ 

PQ 

(+) 

VG 非四季成

り 

豊香 
1 

一部四季

成り 

 
2 

完全四季

成り 

 
3 

日中  4 

 

A.2 いちごの選択可能形質 

 

表 A.2 いちごの選択可能特性表 

番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

40 

ランナー：毛の粗

密 

QN 

(b) 

62 

VG 

粗 常得楽 1 

中 剣橋之嬌 2 

密 豊香 3 

41 

ランナーのアン 

トシアニン着色 

QN 

(＋) 

(b) 

63 

VG 

無又は極

弱 
 1 

弱  3 

中 宝交早生 5 

強  7 

極強  9 

42 

頂小葉：大きさ 

QN 

(a) 

33 

VG 

小  3 

中 宝交早生 5 

大  7 

43 

頂小葉：横断面の

形 

QN 

(＋) 

(a) 

33 

VS 

上に湾曲  1 

平面  2 

下に湾曲 剣橋之嬌 3 

44 

花序：花の数量 

QN 

(c) 

33 

VS 

小  3 

中 達娜 5 

多 
エルサンタ(Elsanta)、宝交早

生 
7 

45 

果実：果形の一致

性 

QN 

(d) 

32 

VG 

一致 剣橋之嬌 1 

やや一致 
ダースィセク(Darselect)、ゴ

リラ(Gorella) 
2 

不一致 達娜 3 

 

 

 

番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

31 

果実：がく心 

QN 

(+) 

(d) 

52 

VG 

陥入  1 

平 剣橋之嬌、 枥乙女 2 

隆起 
 

3 

32 

果実：がく片の付

き方 

QN 

(+) 

(d) 

52 

VG 

上向き 奖賞、アルビ（albion） 1 

水平 紫金紅 2 

下向き 

 

3 

33 

果実：果径に対す

るがくの大きさ 

QN 

(d) 

52 

VG 

小  1 

やや小 センガ(Senga）、常得楽 2 

同等 昂達(Onda) 3 

やや大 ダースィセク(Darselect) 4 

大 剣橋之嬌、波特拉(Portola) 5 

34 

果実：硬さ 

QN 

(d) 

52 

MS 
極軟  1 

軟 宝交早生 3 

中 ゴリラ(Gorella)、章姫 5 

硬 
ダースィセク(Darselect)、女

峰 
7 

極硬 佳節 9 

35 

果実：果肉の色（果

心を除く） 

PQ 

(+) 

(d) 

52 

VS 

 

白に近い  1 

ピンク 豊香 2 

橙赤 エルサンタ(Elsanta) 3 

淡赤 剣橋之嬌 4 

赤  5 

濃赤  6 

36 

果実：果心の色 

PQ 

(+) 

(d) 

52 

VS 

白 章姫 1 

橙赤  2 

淡赤 枥乙女 3 

赤 ダースィセク(Darselect) 4 

濃赤 卡姆罗莎 5 

37 

果実：果心の空洞 

QN 

(+) 

(d) 

52 

VS 

 

無又は小 豊香 1 

中 枥乙女 2 

大 
紫金紅 

3 

38 

*開花始期  

QN 

(+) 

32 

MG 

極早 甜查理（Sweet charlie) 1 

早 豊香 3 

中 
エルサンタ(Elsanta)、剣橋之

嬌 
5 

晩  7 

極晩  9 
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番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

39 

*結実のタイプ 

PQ 

(+) 

VG 非四季成

り 

豊香 
1 

一部四季

成り 

 
2 

完全四季

成り 

 
3 

日中  4 

 

A.2 いちごの選択可能形質 

 

表 A.2 いちごの選択可能特性表 

番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

40 

ランナー：毛の粗

密 

QN 

(b) 

62 

VG 

粗 常得楽 1 

中 剣橋之嬌 2 

密 豊香 3 

41 

ランナーのアン 

トシアニン着色 

QN 

(＋) 

(b) 

63 

VG 

無又は極

弱 
 1 

弱  3 

中 宝交早生 5 

強  7 

極強  9 

42 

頂小葉：大きさ 

QN 

(a) 

33 

VG 

小  3 

中 宝交早生 5 

大  7 

43 

頂小葉：横断面の

形 

QN 

(＋) 

(a) 

33 

VS 

上に湾曲  1 

平面  2 

下に湾曲 剣橋之嬌 3 

44 

花序：花の数量 

QN 

(c) 

33 

VS 

小  3 

中 達娜 5 

多 
エルサンタ(Elsanta)、宝交早

生 
7 

45 

果実：果形の一致

性 

QN 

(d) 

32 

VG 

一致 剣橋之嬌 1 

やや一致 
ダースィセク(Darselect)、ゴ

リラ(Gorella) 
2 

不一致 達娜 3 

 

 

 

番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

31 

果実：がく心 

QN 

(+) 

(d) 

52 

VG 

陥入  1 

平 剣橋之嬌、 枥乙女 2 

隆起 
 

3 

32 

果実：がく片の付

き方 

QN 

(+) 

(d) 

52 

VG 

上向き 奖賞、アルビ（albion） 1 

水平 紫金紅 2 

下向き 

 

3 

33 

果実：果径に対す

るがくの大きさ 

QN 

(d) 

52 

VG 

小  1 

やや小 センガ(Senga）、常得楽 2 

同等 昂達(Onda) 3 

やや大 ダースィセク(Darselect) 4 

大 剣橋之嬌、波特拉(Portola) 5 

34 

果実：硬さ 

QN 

(d) 

52 

MS 
極軟  1 

軟 宝交早生 3 

中 ゴリラ(Gorella)、章姫 5 

硬 
ダースィセク(Darselect)、女

峰 
7 

極硬 佳節 9 

35 

果実：果肉の色（果

心を除く） 

PQ 

(+) 

(d) 

52 

VS 

 

白に近い  1 

ピンク 豊香 2 

橙赤 エルサンタ(Elsanta) 3 

淡赤 剣橋之嬌 4 

赤  5 

濃赤  6 

36 

果実：果心の色 

PQ 

(+) 

(d) 

52 

VS 

白 章姫 1 

橙赤  2 

淡赤 枥乙女 3 

赤 ダースィセク(Darselect) 4 

濃赤 卡姆罗莎 5 

37 

果実：果心の空洞 

QN 

(+) 

(d) 

52 

VS 

 

無又は小 豊香 1 

中 枥乙女 2 

大 
紫金紅 

3 

38 

*開花始期  

QN 

(+) 

32 

MG 

極早 甜查理（Sweet charlie) 1 

早 豊香 3 

中 
エルサンタ(Elsanta)、剣橋之

嬌 
5 

晩  7 

極晩  9 
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NY/T 2346—2013 

附録 B 

（資料性附録） 

いちご形質一覧表の解釈 

 

B.1 いちごの生育段階 

表 B.1 いちごの生育段階一覧表 

生育段階階級 記述 

00 休眠期 

11 芽生期 

21 若葉期 

31 蕾期 

32 開花始期（25％の植物体の初めての花が咲く時期） 

33 満開期 

41 果実が白色に変わる時期 

51 初熟期 

52 成熟期 

61 ランナー成長開始期 

62 ランナー成長期 

63 ランナー成長停止期 

B.2 複数の形質に関する解釈 

(a) 植物体及び葉に対する調査は、果実が成熟する前に行わなければならない。葉を調査

する際に完全に展開した葉でなければならない。 

(b) ランナーとたく葉に対する調査は、結果後でなければならない（四季成り型品種を除

く）。 

(c) 花序（花も含む）の調査は、満開期に行わなければならない。特別な説明がない限り、

調査する花は必ず第 2番花である。四季成りの品種に対して、一回目の満開期で調査

しなければならない。 

(d) 特別な説明がない限り、調査するは果実は必ず第 2番果である。 

 
B.3 個体の形質に関する解釈 

形質の階級とコードについて、表 A.1を参照ください。 

形質 1 植物体：生育習性、図 B.1を参照ください。 

 

立性 中間 開張性 

１ ２ ３ 

図 B.1 植物体：生育習性 

番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

46 

果実：表面の凹凸

の強弱 

QN 

(d) 

(＋) 

32 

VG 

無又は弱 章姫 1 

中  2 

強 紅崗特利徳(Redgauntled) 3 

47 

果実：種の密度 

QN 

(＋) 

(d) 

52 

VG 

粗 常得楽 1 

中 剣橋之嬌 2 

密 豊香 3 

48 

果実：がくを取る

難易 

QN 

(d) 

52 

VG 

極易  1 

易  3 

中 センガ(Senga）、章姫 5 

難 
ダースィセク(Darselect)、紅

崗特利徳(Redgauntled) 
7 

極難  9 

49 

果実の成熟期 

QN 

(＋) 

52 

VG 

極早  1 

早 豊香 3 

中 女峰 5 

晩 達娜 7 

極晩  9 
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附録 B 

（資料性附録） 

いちご形質一覧表の解釈 

 

B.1 いちごの生育段階 

表 B.1 いちごの生育段階一覧表 

生育段階階級 記述 

00 休眠期 

11 芽生期 

21 若葉期 

31 蕾期 

32 開花始期（25％の植物体の初めての花が咲く時期） 

33 満開期 

41 果実が白色に変わる時期 

51 初熟期 

52 成熟期 

61 ランナー成長開始期 

62 ランナー成長期 

63 ランナー成長停止期 

B.2 複数の形質に関する解釈 

(a) 植物体及び葉に対する調査は、果実が成熟する前に行わなければならない。葉を調査

する際に完全に展開した葉でなければならない。 

(b) ランナーとたく葉に対する調査は、結果後でなければならない（四季成り型品種を除

く）。 

(c) 花序（花も含む）の調査は、満開期に行わなければならない。特別な説明がない限り、

調査する花は必ず第 2番花である。四季成りの品種に対して、一回目の満開期で調査

しなければならない。 

(d) 特別な説明がない限り、調査するは果実は必ず第 2番果である。 

 
B.3 個体の形質に関する解釈 

形質の階級とコードについて、表 A.1を参照ください。 

形質 1 植物体：生育習性、図 B.1を参照ください。 

 

立性 中間 開張性 

１ ２ ３ 

図 B.1 植物体：生育習性 

番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

46 

果実：表面の凹凸

の強弱 

QN 

(d) 

(＋) 

32 

VG 

無又は弱 章姫 1 

中  2 

強 紅崗特利徳(Redgauntled) 3 

47 

果実：種の密度 

QN 

(＋) 

(d) 

52 

VG 

粗 常得楽 1 

中 剣橋之嬌 2 

密 豊香 3 

48 

果実：がくを取る

難易 

QN 

(d) 

52 

VG 

極易  1 

易  3 

中 センガ(Senga）、章姫 5 

難 
ダースィセク(Darselect)、紅

崗特利徳(Redgauntled) 
7 

極難  9 

49 

果実の成熟期 

QN 

(＋) 

52 

VG 

極早  1 

早 豊香 3 

中 女峰 5 

晩 達娜 7 

極晩  9 
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形質 7 葉：あわ状の凹凸の強弱。図 B.5を参照ください。 

 

図 B.5 葉：あわ状の凹凸の強弱 

 

形質 9 頂小葉：広さに対する長さ、図 B.6を参照ください。 

 

小 等同 大 極大 

１ ２ ３ ４ 

図 B.6 頂小葉：広さに対する長さ 

 

形質 10 頂小葉：基部の形。図 B.7を参照ください。 

 

１ ２ ３ 

鋭角 鈍角 円形 

図 B.7 頂小葉：基部の形 

 

  

無又は弱 

形質 2 植物体：葉の粗密、図 B.2を参照ください。 

 
粗 中 密 

３ ５ ７ 

図 B.2 植物体：葉の粗密 

 

形質 3 植物体：生育勢、植物体の生育勢について、全体的な栄養成長期の状態を考えな

ければならない。 

形質 4 植物体：葉に対する花序の位置。図 B.3を参照ください。 

 

葉より下 葉と同水準 葉より上 

１ ２ ３ 

図 B.3 植物体：葉に対する花序の位置 

 

形質 6 葉：表面の色、図 B.4を参照ください。 

 

黄緑 淡緑 緑 濃緑 

１ ２ ３ ４ 

 

図 B.4 葉：表面の色 
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形質 7 葉：あわ状の凹凸の強弱。図 B.5を参照ください。 

 

図 B.5 葉：あわ状の凹凸の強弱 

 

形質 9 頂小葉：広さに対する長さ、図 B.6を参照ください。 

 

小 等同 大 極大 

１ ２ ３ ４ 

図 B.6 頂小葉：広さに対する長さ 

 

形質 10 頂小葉：基部の形。図 B.7を参照ください。 

 

１ ２ ３ 

鋭角 鈍角 円形 

図 B.7 頂小葉：基部の形 

 

  

無又は弱 

形質 2 植物体：葉の粗密、図 B.2を参照ください。 

 
粗 中 密 

３ ５ ７ 

図 B.2 植物体：葉の粗密 

 

形質 3 植物体：生育勢、植物体の生育勢について、全体的な栄養成長期の状態を考えな

ければならない。 

形質 4 植物体：葉に対する花序の位置。図 B.3を参照ください。 

 

葉より下 葉と同水準 葉より上 

１ ２ ３ 

図 B.3 植物体：葉に対する花序の位置 

 

形質 6 葉：表面の色、図 B.4を参照ください。 

 

黄緑 淡緑 緑 濃緑 

１ ２ ３ ４ 

 

図 B.4 葉：表面の色 
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形質 17 花：花弁の重なり。図 B.11を参照ください。 

 

離れる 接する 重なる 

１ ２ ３ 

図 B.11 花：花弁の重なり 

 

形質 18 花：花冠に対するがく片の大きさ。図 B.12を参照ください。 

 

小 同等 大 

１ ２ ３ 

図 B.12 花：花冠に対するがく片の大きさ 

 

形質 20 花弁：広さに対する長さ、図 B.13を参照ください。 

 

小 同等 大 

１ ２ ３ 

図 B.13 花弁：広さに対する長さ 

 

  

形質 11 頂小葉：縁、図 B.8を参照ください。 

 

鋸歯状 中間 鈍鋸歯状 

１ ２ ３ 

図 B.8 頂小葉：縁 

 

形質 12 葉柄：長さ、図 B.9を参照ください。 

 

図 B.9 葉柄：長さ 

 

形質 13 葉柄：毛じ着生状態、図 B.10を参照ください。 

形質 15 花序柄：毛じ着生状態、図 B.10を参照ください。 

 
上向き やや上向き 垂直 

１ ２ ３ 

図 B.10 葉柄：毛じ着生状態及び花序柄：毛じ着生状態 

 

  

葉柄：長さ 
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形質 17 花：花弁の重なり。図 B.11を参照ください。 

 

離れる 接する 重なる 

１ ２ ３ 

図 B.11 花：花弁の重なり 

 

形質 18 花：花冠に対するがく片の大きさ。図 B.12を参照ください。 

 

小 同等 大 

１ ２ ３ 

図 B.12 花：花冠に対するがく片の大きさ 

 

形質 20 花弁：広さに対する長さ、図 B.13を参照ください。 

 

小 同等 大 

１ ２ ３ 

図 B.13 花弁：広さに対する長さ 

 

  

形質 11 頂小葉：縁、図 B.8を参照ください。 

 

鋸歯状 中間 鈍鋸歯状 

１ ２ ３ 

図 B.8 頂小葉：縁 

 

形質 12 葉柄：長さ、図 B.9を参照ください。 

 

図 B.9 葉柄：長さ 

 

形質 13 葉柄：毛じ着生状態、図 B.10を参照ください。 

形質 15 花序柄：毛じ着生状態、図 B.10を参照ください。 

 
上向き やや上向き 垂直 

１ ２ ３ 

図 B.10 葉柄：毛じ着生状態及び花序柄：毛じ着生状態 

 

  

葉柄：長さ 
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円錐形 ひし形 卵円形 

４ ５ ６ 

 

 

円筒形 楔形 心臓形 

７ ８ ９ 

図 B.16 果実：形状 

 

形質 27 果実：色の均一度。図 B.17を参照ください。 

 

均一又はやや不均一 不均一 極不均一 

１ ２ ３ 

図 B.17 果実：色の均一度 

 

  

形質 21 花弁：表面の色。図 B.14を参照ください。 

 

白 ピンク 赤 

２ ３ ４ 

図 B.14 花弁：表面の色 

 

形質 23 果実：横径に対する縦径の大きさ、図 B.15を参照ください。 

 

小 等同 大 

２ ３ ４ 

図 B.15 果実：横径に対する縦径の大きさ 

 

形質 25 果実：形状。図 B.16を参照ください。 

 

じん臓形 扁球形 球形 

１ ２ ３ 
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円錐形 ひし形 卵円形 

４ ５ ６ 

 

 

円筒形 楔形 心臓形 

７ ８ ９ 

図 B.16 果実：形状 

 

形質 27 果実：色の均一度。図 B.17を参照ください。 

 

均一又はやや不均一 不均一 極不均一 

１ ２ ３ 

図 B.17 果実：色の均一度 

 

  

形質 21 花弁：表面の色。図 B.14を参照ください。 

 

白 ピンク 赤 

２ ３ ４ 

図 B.14 花弁：表面の色 

 

形質 23 果実：横径に対する縦径の大きさ、図 B.15を参照ください。 

 

小 等同 大 

２ ３ ４ 

図 B.15 果実：横径に対する縦径の大きさ 

 

形質 25 果実：形状。図 B.16を参照ください。 

 

じん臓形 扁球形 球形 

１ ２ ３ 
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形質 32 果実：がく片の付き方、図 B.21を参照ください。 

 

上向き 水平 下向き 

１ ２ ３ 

図 B.21 果実：がく片の付き方 

 

形質 35 果実：果肉の色（果心を除く）。図 B.22を参照ください。 

形質 36 果実：果心の色、図 B.22を参照ください。 

 
図 B.22 果実：果肉の色と果心の色 

 

形質 37 果実：果心の空洞、図 B.23を参照ください。 

 

無又は小 中 大 

１ ２ ３ 

図 B.23 果実：果心の空洞 

 

形質 38 開花始期、25％の植物体の初めての花が咲く時期。 

形質 39 結実のタイプ、非四季成り：一つの成長年度において、一つの季節にのみ開花し、 

果心 果肉 

形質 29 果実：無種子帯の広さ、図 B.18を参照ください。 

 

無又は極狭 狭 中 広 極広 

１ ２ ３ ４ ５ 

図 B.18 果実：無種子帯の広さ 

 

形質 30 果実：無種子帯の広さ、図 B.19を参照ください。 

 

果実の表面に陥入 平 果実の表面より隆起 

１ ２ ３ 

図 B.19 果実：無種子帯の広さ 

 

形質 31 果実：がく心、図 B.20を参照ください。 

 

陥入 平 隆起 

１ ２ ３ 

図 B.20 果実：がく心 
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形質 47 果実：種の密度、図 B.26を参照ください。 

 

粗 中 密 

３ ５ ７ 

図 B.26 果実：種の密度 

 

形質 49 果実の成熟期、25％の植物体の第 1番果が成熟する時期。 

 

  

結実する。 

一部四季成り：一つの成長年度において、二つの季節に開花し、結実する能力を持つが、環

境による影響を強く受ける。 

完全四季成り：一つの成長年度において、環境に影響せず、二つの季節に開花し、結実でき

る。 

日中型：一つの成長年度において、連続的に開花結実することが出来る。短日の影響を受け

ない。ランナーの生育と同時に、子株の開花結実が見られる。 

形質 41 ランナー：アントシアニン着色、ランナーのアントシアニン着色を調査する場合、

中間部の１/3を調査すべきである。 

形質 43 頂小葉：横断面の形。図 B.24を参照ください。 

 

上に湾曲 平面 下に湾曲 

１ ２ ３ 

図 B.24 頂小葉：横断面の形 

 

形質 46 果実：表面の凹凸の強弱、図 B.25を参照ください。 

 

無又は弱 中 強 

１ ２ ３ 

図 B.25 果実：表面の凹凸の強弱 
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形質 47 果実：種の密度、図 B.26を参照ください。 

 

粗 中 密 

３ ５ ７ 

図 B.26 果実：種の密度 

 

形質 49 果実の成熟期、25％の植物体の第 1番果が成熟する時期。 

 

  

結実する。 

一部四季成り：一つの成長年度において、二つの季節に開花し、結実する能力を持つが、環

境による影響を強く受ける。 

完全四季成り：一つの成長年度において、環境に影響せず、二つの季節に開花し、結実でき

る。 

日中型：一つの成長年度において、連続的に開花結実することが出来る。短日の影響を受け

ない。ランナーの生育と同時に、子株の開花結実が見られる。 

形質 41 ランナー：アントシアニン着色、ランナーのアントシアニン着色を調査する場合、

中間部の１/3を調査すべきである。 

形質 43 頂小葉：横断面の形。図 B.24を参照ください。 

 

上に湾曲 平面 下に湾曲 

１ ２ ３ 

図 B.24 頂小葉：横断面の形 
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C.6 品種栽培又は試験では、特別な条件が必要か？ 

該当の[   ]に✓を付す。 

はい[   ]           いいえ[   ] 

(“はい”と回答した場合，詳細な情報を提供してください) 

 

 

C.7 品種種苗の保存には、、特別な条件が必要か？ 

該当の [   ]に✓を付す。 

はい[   ]           いいえ[   ] 

(“はい”と回答した場合，詳細な情報を提供してください) 

 

 

C.8 出願品種の形質 

表 C.1の該当の[   ]に✓を付す。測定値がある場合、表 C.1に記入してください。 

表 C.1 出願品種の特性表 

番 号 形 質 状 態 階級 測定値 

1 

*株：草姿（形質 1） 立性 1[   ]  

中間 2[   ]  

開張性 3[   ]  

2 

*花弁：表面の色（形質 21） 緑白 1[   ]  

白 2[   ]  

桃 3[   ]  

赤 4[   ]  

3 

*果実：大きさ（形質 24） 極小 1[   ]  

かなり小 2[   ]  

小 3[   ]  

やや小 4[   ]  

中 5[   ]  

やや大 6[   ]  

大 7[   ]  

かなり大 8[   ]  

極大 9[   ]  

4 

*果実：形（形質 25） じん臓形 1[   ]  

扁球形 2[   ]  

球形 3[   ]  

円錐形 4[   ]  

ひし形 5[   ]  

 
 

 

附録 C 

（規範性附録） 

いちご特性表用紙 

いちご特性調査表  

(出願者又は代理機構捺印)  

 

C.1 出願品種仮名称：_                       _  

 

C.2 植物分類 

学  名：                            

中国語名：                               

 

C.3 品種の種類 

次の該当の[   ]に✓を付す。 

C.3.1 用途による分類 

生食用   [  ]    加工用   [   ] 

C.3.2 栽培方式による分類 

露地栽培   [   ]    促成栽培   [  ]     半促成栽培   [   ]     抑制栽培   [   ] 

 

 

C.4 出願品種の特性を示すカラー写真 

 

 

 

 

 

 

｛品種写真をここに貼り付けてください｝ 

(写真が多い場合、別紙に貼り付けて添付してください) 

C.5 その他、出願品種の特性判明に役立つ補足情报 

(例えば：品種の用途、抵抗性などに関する詳細な情報) 

 

  

出願番号：             
出願日：       

[審査機関記載欄] 
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C.6 品種栽培又は試験では、特別な条件が必要か？ 

該当の[   ]に✓を付す。 

はい[   ]           いいえ[   ] 

(“はい”と回答した場合，詳細な情報を提供してください) 

 

 

C.7 品種種苗の保存には、、特別な条件が必要か？ 

該当の [   ]に✓を付す。 

はい[   ]           いいえ[   ] 

(“はい”と回答した場合，詳細な情報を提供してください) 

 

 

C.8 出願品種の形質 

表 C.1の該当の[   ]に✓を付す。測定値がある場合、表 C.1に記入してください。 

表 C.1 出願品種の特性表 

番 号 形 質 状 態 階級 測定値 

1 

*株：草姿（形質 1） 立性 1[   ]  

中間 2[   ]  

開張性 3[   ]  

2 

*花弁：表面の色（形質 21） 緑白 1[   ]  

白 2[   ]  

桃 3[   ]  

赤 4[   ]  

3 

*果実：大きさ（形質 24） 極小 1[   ]  

かなり小 2[   ]  

小 3[   ]  

やや小 4[   ]  

中 5[   ]  

やや大 6[   ]  

大 7[   ]  

かなり大 8[   ]  

極大 9[   ]  

4 

*果実：形（形質 25） じん臓形 1[   ]  

扁球形 2[   ]  

球形 3[   ]  

円錐形 4[   ]  

ひし形 5[   ]  

 
 

 

付録 C 

（規範性付録） 

いちご特性表用紙 

いちご特性調査表  

(出願者又は代理機構捺印)  

 

C.1 出願品種仮名称：_                       _  

 

C.2 植物分類 

学  名：                            

中国語名：                               

 

C.3 品種の種類 

次の該当の[   ]に✓を付す。 

C.3.1 用途による分類 

生食用   [  ]    加工用   [   ] 

C.3.2 栽培方式による分類 

露地栽培   [   ]    促成栽培   [  ]     半促成栽培   [   ]     抑制栽培   [   ] 

 

 

C.4 出願品種の特性を示すカラー写真 

 

 

 

 

 

 

｛品種写真をここに貼り付けてください｝ 

(写真が多い場合、別紙に貼り付けて添付してください) 

C.5 その他、出願品種の特性判明に役立つ補足情报 

(例えば：品種の用途、抵抗性などに関する詳細な情報) 

 

  

出願番号：             
出願日：       

[審査機関記載欄] 
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２ イネ 

 

ICS 65.020.20 

B 05 

                                                              GB 
 

中華人民共和国国家標準 

GB/T 19557.7-×××× 

 

 

植物新品種の区別性、均一性、安定性 

に関する審査基準 稲種 

Guidelines for the conduct of tests for distinctness, 

uniformity and stability 

Rice 

(Oryza sativa L.) 

(UPOV：TG/16/8，Guidelines for the conduct of tests for 

distinctness, 

uniformity and stability—Rice，NEQ ) 
 

 

 

 

××××-××-××発表           ×××

×-××-××実施 

 中華人民共和国国家質量監督検験検疫総局 

 中国国家標準化管理委員会 より  

表 C.1（続） 

  卵円形 6[   ]  

  円筒形 7[   ]  

  楔形 8[   ]  

  心臓形 9[   ]  

5 

*果実：果皮の主な色（形質 26） 黄白 1[   ]  

淡橙 2[   ]  

橙 3[   ]  

橙赤 4[   ]  

赤 5[   ]  

濃赤 6[   ]  

暗赤 7[   ]  

6 

*結実の習性：季性（形質 39） 非四季成り 1[   ]  

一部四季成り 2[   ]  

完全四季成り 3[   ]  

日中 4[   ]  

 




